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提携先 ㈱カワタキコーポレーション 記入日 2008/8/18 

登録消費材名 生薬の湯 
 
Ⅰ．これまでに努力してきたことや､生産条件の限界性など 

○原料・諸資材高騰の中、品質を維持しながらコストの削減を図り、何とか従来価格によ

るご提供を維持すべく努力して参りました。 
 

Ⅱ．前年に努力したことへの評価(成果や課題) 

○品質を維持しながら、コストセーブを達成することができました。 
 

Ⅲ．上記の成果や課題につながる今年度の努力目標、または今年度の新たな努力目標 

○まず高品質製品のご提供が一番と考え、今後も努力して参ります。 
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提携先 ㈱カワタキコーポレーション 記入日 2008/8/18 

登録消費材名 生活モノ語りクリーンアルコール 
 
Ⅰ．これまでに努力してきたことや､生産条件の限界性など 

○近年、アルコール価格の高騰はすさまじく、その他容器、段ボール等諸資材の値上げも

からみ、非常に厳しい条件化で、従来価格を維持して参りました。 
 

Ⅱ．前年に努力したことへの評価(成果や課題) 

○品質を維持しながら、コストセーブを達成することができました。 
 

Ⅲ．上記の成果や課題につながる今年度の努力目標、または今年度の新たな努力目標 

○アルコール供給元が限られている現状では、コストダウンもままなりませんが、まず高

品質製品のご提供が一番と考え、今後も努力して参ります。 
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提携先 ㈱カワタキコーポレーション 記入日 2008/8/18 

登録消費材名 清涼生薬の湯 
 
Ⅰ．これまでに努力してきたことや､生産条件の限界性など 

○原料・諸資材高騰の中、品質を維持しながらコストの削減を図り、何とか従来価格によ

るご提供を維持すべく努力して参りました。 
 

Ⅱ．前年に努力したことへの評価(成果や課題) 

○品質を維持しながら、コストセーブを達成することができました。 
 

Ⅲ．上記の成果や課題につながる今年度の努力目標、または今年度の新たな努力目標 

○まず高品質製品のご提供が一番と考え、今後も努力して参ります。 
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提携先 ㈱カワタキコーポレーション 記入日 2008/8/8 

登録消費材名 洗浄、洗濯にクエン酸 
 
Ⅰ．これまでに努力してきたことや､生産条件の限界性など 

・現場担当者への徹底した製造、品質管理教育。 

・工場内の清掃、整理整頓。 

・工場内作業環境の向上（空調管理など）。 
 

Ⅱ．前年に努力したことへの評価(成果や課題) 

・工場に隣接する場所に原材料、製品の保管倉庫を増設する事で、事前生産数量を増加 

 する事ができ（余裕を持った生産体制）、品質向上とデリバリー強化に繋がりました。 
 

Ⅲ．上記の成果や課題につながる今年度の努力目標、または今年度の新たな努力目標 

・これまでの努力を継続し、クレーム０を目指します。 
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提携先 ㈱カワタキコーポレーション 記入日 2008/8/8 

登録消費材名 トイレ簡単そうじスプレー 
 
Ⅰ．これまでに努力してきたことや､生産条件の限界性など 

・現場担当者への徹底した製造、品質管理教育。 

・工場内の清掃、整理整頓。 

・工場内作業環境の向上（空調管理など）。 

・防虫対策（出入口への補虫器の設置など）。 
 

Ⅱ．前年に努力したことへの評価(成果や課題) 

・クレーム事例を元に、現場担当者へのクレームの重大性を認識させる事で品質管理に対

する意識レベルを上げる事ができました。 
 

Ⅲ．上記の成果や課題につながる今年度の努力目標、または今年度の新たな努力目標 

・これまでの努力を継続し、クレーム０を目指します。 
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提携先 ㈱カワタキコーポレーション 記入日 2008/8/20 

登録消費材名 ゴキブリキャップ（15 個入り） 
 
Ⅰ．これまでに努力してきたことや､生産条件の限界性など 

二次乾燥中、乾燥機のダクトよりホウ酸などの粉塵の一部が流出し、作業環境を悪くする

おそれがあるので、回収装置の設置などの対応策を早急にとりたい。 
 

Ⅱ．前年に努力したことへの評価(成果や課題) 

ゴキブリ団子の水分含有率の安定化を計る。 

１． 一次乾燥室の室温が一定になるようにした。 

２． 二次乾燥での乾燥機内の上段･中段･下段の乾燥状況のばらつきを均一化するようにし

た。 
 

Ⅲ．上記の成果や課題につながる今年度の努力目標、または今年度の新たな努力目標 

 一次乾燥後の水分含有率の一定化を検討する。 

 二次乾燥は灯油を使用するため、燃料費の高騰によるコストアップが問題となっている。

そのため、更なるコスト削減を計る。 

 




